
１．事業概要

２．歳出支出済額及び財源内訳

事業費節別財源内訳

４．コスト分析

行政費用 A

(1)現金を伴う支出　　 （千円）

(2)現金を伴わない支出 （千円）

①減価償却費

②退職給与引当金繰入額

③不納欠損額

④その他 ( )

事務事業名 学校給食施設等整備費 担
当
課

部課名 教育部学校給食課

予算科目コード

藤沢市　令和４年度事務事業評価シート簡易版（令和３年度分） No. 5

対象 ３．団体 市立小学校及び特別支援学校 36 校

未定 年度 事業の性質 任意自治事務

事業概要

学校給食施設設備の計画的な更新と修繕を実施する。

課等の長 神谷　忠良 電話 5131

事業開始年度 昭和 26 年度 終了（予定）年度

目 02 細目 002 説明 01会計 01 款 11 項 05

歳
　
　
　
出

R3年度
支出済額

事業費節別内訳

費　　目 支出済額　（千円） 主な内容

需用費

根拠法令等 法律等 学校給食法

事業実施内容

1　給食施設及び備品の修繕
2　老朽化している備品の更新

千円

32,173　千円 給食施設及び備品の定期及び臨時修繕

役務費 195　千円 アスベスト調査手数料

58,916 備品購入費 26,548　千円 老朽化している備品の更新

千円 県支出金 合計 1.10人工
その他 （　　　　　　　　　　　） ※再任用・任期付（フルタイム勤務）を含み、会計年度

（フルタイム勤務）を除く

常時勤務職員※ 1.10人工
58,916 国庫支出金 1,222　千円 短時間勤務職員（再任用・任期） 0.00人工

使用料・手数料

令和3年度

支
出

59,042 50,219 56,214 68,936

57,644 50,206 57,577 68,784

一般財源 57,694　千円

会計年度任用職員(配置数) 0.00人

コ
ス
ト

　年　度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

財
源
内
訳

R3年度
支出済額

費　　目 支出済額　（千円） ３．事務事業に関わる職員数（任用形態別）
分担金・負担金 令和3年度

0

人件費合計（①＋②＋③） 15,012 15,175 9,526 9,868

事業費（支出済額） 42,632 35,031 48,051 58,916

償還金利子 0 0 0

704 867 568 460

0

1,398 13 -1,363 152

8,958 9,409

②会計年度任用職員の報酬等 0 0 0 0

①常時勤務職員等の給与等 14,308 14,308

③退職金相当額

成
果
実
績

指
標
名

―

目
標

―
単位

実
績

―
単位

0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

1,398 13 -1,363 152

※1 事業費（支出済額）・・・令和元年度以前の事業費は、支出済額から非常勤報酬額（「②会計年度任用職員の報酬等」欄の数値）を除いた額
※2 常時勤務職員等の給与等・・・任用形態別の平均給与に人工数を乗じ算出
※3 会計年度任用職員の報酬等・・・令和元年度以前の数値は、非常勤職員報酬額を示すもの
※4 退職金相当額・・・年度内に発生した退職金総額を年度当初一般職員数で除し、事業に従事する一般職員数を乗じたもの

上記指標名の設定ができない理由
学校給食施設設備の維持管理に係る事務事業のため、指標の設定はできない。

―
単位

―
単位

―
単位

市民１人あたりの負担額  A/人口　（円） 137.53 429,317 115.96 433,060 129.19 435,121 157.04 438,968

―
単位

―
単位

―
単位



　

５．事務事業の評価と今後の方針

６．部長確認欄

5 - 2

公
平
性

事務事業の公平性は高いか 高

そ
の
他

上記評価の視点以外に、特記すべき内容 無

高

効
率
性

事務事業の実施にあたり、効率性は高いか 高

評
価

評価の視点と具体的内容

必
要
性

藤沢市がこの事務事業に対し支出する必要性は高いか 高

有
効
性

事務事業の実施手法の有効性は高いか

事業の方向性 　現状維持

今
後
の

方
針

部名 教育部 氏名 峯　浩太郎 確認日 2022/8/17



１．事業概要

２．歳出支出済額及び財源内訳

事業費節別財源内訳

４．コスト分析

行政費用 A

(1)現金を伴う支出　　 （千円）

(2)現金を伴わない支出 （千円）

①減価償却費

②退職給与引当金繰入額

③不納欠損額

④その他 ( )

事務事業名 給食室改修工事費 担
当
課

部課名 教育部学校給食課

予算科目コード

藤沢市　令和４年度事務事業評価シート簡易版（令和３年度分） No. 6

対象 ３．団体 市立小学校及び特別支援学校 2 校

未定 年度 事業の性質 任意自治事務

事業概要

学校給食調理室の改修工事等を実施する。

課等の長 神谷　忠良 電話 5131

事業開始年度 不明 年度 終了（予定）年度

目 02 細目 002 説明 02会計 01 款 11 項 05

歳
　
　
　
出

R3年度
支出済額

事業費節別内訳

費　　目 支出済額　（千円） 主な内容

需用費

根拠法令等 法律等 学校給食法

事業実施内容

大鋸小学校の給食調理室空調設備改修、白浜養護学校の給食調理室拡張及び備品の更新を行った。

千円

30,030　千円 大鋸小学校の給食調理室空調設備改修及び白浜養護学校の給食調理室拡張

役務費 53　千円 廃棄備品処理手数料

48,072 備品購入費 17,989　千円 白浜養護学校の給食調理室拡張に伴う備品の購入

千円 県支出金 合計 0.40人工
その他 （教育応援基金繰入金） 35,105　千円 ※再任用・任期付（フルタイム勤務）を含み、会計年度

（フルタイム勤務）を除く

常時勤務職員※ 0.40人工
48,072 国庫支出金 短時間勤務職員（再任用・任期） 0.00人工

使用料・手数料

令和3年度

支
出

45,403 18,861 24,408 51,510

45,511 18,852 26,071 51,660

一般財源 12,967　千円

会計年度任用職員(配置数) 0.00人

コ
ス
ト

　年　度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

財
源
内
訳

R3年度
支出済額

費　　目 支出済額　（千円） ３．事務事業に関わる職員数（任用形態別）
分担金・負担金 令和3年度

0

人件費合計（①＋②＋③） 9,636 9,719 4,082 3,588

事業費（支出済額） 35,875 9,133 21,989 48,072

償還金利子 0 0 0

469 578 243 167

0

-108 9 -1,663 -150

3,839 3,421

②会計年度任用職員の報酬等 0 0 0 0

①常時勤務職員等の給与等 9,167 9,141

③退職金相当額

成
果
実
績

指
標
名

―

目
標

―
単位

実
績

―
単位

0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

-108 9 -1,663 -150

※1 事業費（支出済額）・・・令和元年度以前の事業費は、支出済額から非常勤報酬額（「②会計年度任用職員の報酬等」欄の数値）を除いた額
※2 常時勤務職員等の給与等・・・任用形態別の平均給与に人工数を乗じ算出
※3 会計年度任用職員の報酬等・・・令和元年度以前の数値は、非常勤職員報酬額を示すもの
※4 退職金相当額・・・年度内に発生した退職金総額を年度当初一般職員数で除し、事業に従事する一般職員数を乗じたもの

上記指標名の設定ができない理由
学校給食施設設備の維持管理に係る事務事業のため、指標の設定はできない。

―
単位

―
単位

―
単位

市民１人あたりの負担額  A/人口　（円） 105.76 429,317 43.55 433,060 56.09 435,121 117.34 438,968

―
単位

―
単位

―
単位



　

５．事務事業の評価と今後の方針

６．部長確認欄

6 - 2

公
平
性

事務事業の公平性は高いか 高

そ
の
他

上記評価の視点以外に、特記すべき内容 無

高

効
率
性

事務事業の実施にあたり、効率性は高いか 高

評
価

評価の視点と具体的内容

必
要
性

藤沢市がこの事務事業に対し支出する必要性は高いか 高

有
効
性

事務事業の実施手法の有効性は高いか

事業の方向性 　現状維持

今
後
の

方
針

部名 教育部 氏名 峯　浩太郎 確認日 2022/8/17



１．事業概要

２．歳出支出済額及び財源内訳

事業費節別財源内訳

４．コスト分析

行政費用 A

(1)現金を伴う支出　　 （千円）

(2)現金を伴わない支出 （千円）

①減価償却費

②退職給与引当金繰入額

③不納欠損額

④その他 ( )

事務事業名 給食室改修工事費（繰越分） 担
当
課

部課名 教育部学校給食課

予算科目コード

藤沢市　令和４年度事務事業評価シート簡易版（令和３年度分） No. 7

対象 ３．団体 市立小学校 1 校

未定 年度 事業の性質 任意自治事務

事業概要

学校給食調理室の改修工事等を実施する。

課等の長 神谷　忠良 電話 5131

事業開始年度 不明 年度 終了（予定）年度

目 02 細目 002 説明 02会計 01 款 11 項 05

歳
　
　
　
出

R3年度
支出済額

事業費節別内訳

費　　目 支出済額　（千円） 主な内容

工事請負費

根拠法令等 法律等 学校給食法

事業実施内容

大越小学校の給食調理室の空調設備の改修工事を行った。

千円

16,078　千円 大越小学校給食調理室の空調設備の改修工事

16,078

千円 県支出金 合計 0.10人工
その他 （大規模改造事業債） 11,400　千円 ※再任用・任期付（フルタイム勤務）を含み、会計年度

（フルタイム勤務）を除く

常時勤務職員※ 0.10人工
16,078 国庫支出金 4,638　千円 短時間勤務職員（再任用・任期） 0.00人工

使用料・手数料

令和3年度

支
出

45,403 18,861 24,408 15,919

45,511 18,852 26,071 16,975

一般財源 40　千円

会計年度任用職員(配置数) 0.00人

コ
ス
ト

　年　度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

財
源
内
訳

R3年度
支出済額

費　　目 支出済額　（千円） ３．事務事業に関わる職員数（任用形態別）
分担金・負担金 令和3年度

0

人件費合計（①＋②＋③） 9,636 9,719 4,082 897

事業費（支出済額） 35,875 9,133 21,989 16,078

償還金利子 0 0 0

469 578 243 42

0

-108 9 -1,663 -1,056

3,839 855

②会計年度任用職員の報酬等 0 0 0 0

①常時勤務職員等の給与等 9,167 9,141

③退職金相当額

成
果
実
績

指
標
名

―

目
標

―
単位

実
績

―
単位

0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

-108 9 -1,663 -1,056

※1 事業費（支出済額）・・・令和元年度以前の事業費は、支出済額から非常勤報酬額（「②会計年度任用職員の報酬等」欄の数値）を除いた額
※2 常時勤務職員等の給与等・・・任用形態別の平均給与に人工数を乗じ算出
※3 会計年度任用職員の報酬等・・・令和元年度以前の数値は、非常勤職員報酬額を示すもの
※4 退職金相当額・・・年度内に発生した退職金総額を年度当初一般職員数で除し、事業に従事する一般職員数を乗じたもの

上記指標名の設定ができない理由
学校給食施設設備の維持管理に係る事務事業のため、指標の設定はできない。

―
単位

―
単位

―
単位

市民１人あたりの負担額  A/人口　（円） 105.76 429,317 43.55 433,060 56.09 435,121 36.27 438,968

―
単位

―
単位

―
単位



　

５．事務事業の評価と今後の方針

６．部長確認欄

7 - 2

公
平
性

事務事業の公平性は高いか 高

そ
の
他

上記評価の視点以外に、特記すべき内容 無

高

効
率
性

事務事業の実施にあたり、効率性は高いか 高

評
価

評価の視点と具体的内容

必
要
性

藤沢市がこの事務事業に対し支出する必要性は高いか 高

有
効
性

事務事業の実施手法の有効性は高いか

事業の方向性 　現状維持

今
後
の

方
針

部名 教育部 氏名 峯　浩太郎 確認日 2022/8/17



１．事業概要

２．歳出支出済額及び財源内訳

事業費節別財源内訳

４．コスト分析

行政費用 A

(1)現金を伴う支出　　 （千円）

(2)現金を伴わない支出 （千円）

①減価償却費

②退職給与引当金繰入額

③不納欠損額

④その他 ( )

事務事業名 中学校給食運営管理費 担
当
課

部課名 教育部学校給食課

予算科目コード

藤沢市　令和４年度事務事業評価シート簡易版（令和３年度分） No. 8

対象 ３．団体 藤沢市立中学校 19 校

未定 年度 事業の性質 任意自治事務

事業概要

学校給食実施基準等に基づき、市の栄養士が作成した献立に従い、指定の食材を使用して民間施設で業者が調理
し、中学校に配送するデリバリー方式の給食と、家庭からの弁当持参との、選択制の中学校給食を実施する。

課等の長 神谷　忠良 電話 5131

事業開始年度 平成 26 年度 終了（予定）年度

目 02 細目 003 説明 01会計 01 款 11 項 05

歳
　
　
　
出

R3年度
支出済額

事業費節別内訳

費　　目 支出済額　（千円） 主な内容

需用費

根拠法令等 法律等 学校給食法

事業実施内容

1　市立中学校全19校で給食を実施した。
2　藤沢市中学校給食予約システムを用いて、給食を利用できる機会を提供した。
3　耐用年数に応じて食器類など必要な消耗品類を購入した。
4　中学校給食の概要及び利用方法周知のため、カラーパンフレットを作成し、学校へ配布した。

千円

7,505　千円 主食用・副食用ランチボックス等消耗品の購入、パンフレット印刷製本

委託料 268,058　千円 給食調理業務委託（北部・南部）、給食予約システム運用業務委託

275,563

千円 県支出金 合計 3.55人工
その他 （　　　　　　　　　　　） ※再任用・任期付（フルタイム勤務）を含み、会計年度

（フルタイム勤務）を除く

常時勤務職員※ 3.55人工
275,563 国庫支出金 短時間勤務職員（再任用・任期） 0.00人工

使用料・手数料

令和3年度

支
出

196,033 242,032 265,420 310,040

196,270 242,013 261,657 309,734

一般財源 275,563　千円

会計年度任用職員(配置数) 1.00人

コ
ス
ト

　年　度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

財
源
内
訳

R3年度
支出済額

費　　目 支出済額　（千円） ３．事務事業に関わる職員数（任用形態別）
分担金・負担金 令和3年度

0

人件費合計（①＋②＋③） 21,199 21,381 35,627 34,171

事業費（支出済額） 175,071 220,632 226,030 275,563

償還金利子 0 0 0

1,032 1,271 1,867 1,483

0

-237 19 3,763 305

32,365 30,364

②会計年度任用職員の報酬等 0 0 1,395 2,324

①常時勤務職員等の給与等 20,167 20,110

③退職金相当額

成
果
実
績

指
標
名

-

目
標

-
単位

実
績

-
単位

0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

-237 19 3,763 305

※1 事業費（支出済額）・・・令和元年度以前の事業費は、支出済額から非常勤報酬額（「②会計年度任用職員の報酬等」欄の数値）を除いた額
※2 常時勤務職員等の給与等・・・任用形態別の平均給与に人工数を乗じ算出
※3 会計年度任用職員の報酬等・・・令和元年度以前の数値は、非常勤職員報酬額を示すもの
※4 退職金相当額・・・年度内に発生した退職金総額を年度当初一般職員数で除し、事業に従事する一般職員数を乗じたもの

上記指標名の設定ができない理由
中学校給食実施に係る経常的経費を主とした事務事業のため、指標の設定はでき
ない。

-
単位

-
単位

-
単位

市民１人あたりの負担額  A/人口　（円） 456.62 429,317 558.89 433,060 609.99 435,121 706.29 438,968

-
単位

-
単位

-
単位



　

５．事務事業の評価と今後の方針

６．部長確認欄

8 - 2

公
平
性

事務事業の公平性は高いか 高

そ
の
他

上記評価の視点以外に、特記すべき内容 無

高

効
率
性

事務事業の実施にあたり、効率性は高いか 高

評
価

評価の視点と具体的内容

必
要
性

藤沢市がこの事務事業に対し支出する必要性は高いか 高

有
効
性

事務事業の実施手法の有効性は高いか

事業の方向性 　現状維持

今
後
の

方
針

部名 教育部 氏名 峯　浩太郎 確認日 2022/8/17


